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1.  平成24年3月期第1四半期の連結業績（平成23年4月1日～平成23年6月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年3月期第1四半期 34,060 0.9 602 65.8 713 48.2 372 201.2
23年3月期第1四半期 33,752 △4.2 363 △10.8 481 △17.4 123 △74.7

（注）包括利益 24年3月期第1四半期 393百万円 （487.6％） 23年3月期第1四半期 66百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

24年3月期第1四半期 33.93 ―
23年3月期第1四半期 11.26 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

24年3月期第1四半期 45,202 14,037 31.1
23年3月期 42,840 13,732 32.1
（参考） 自己資本   24年3月期第1四半期  14,037百万円 23年3月期  13,732百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無  
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

23年3月期 ― 0.00 ― 8.00 8.00
24年3月期 ―
24年3月期（予想） 0.00 ― 8.00 8.00

3.  平成24年3月期の連結業績予想（平成23年4月1日～平成24年3月31日） 
（％表示は、通期は対前期、第２四半期(累計)は対前年同四半期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 62,900 △6.1 600 9.7 780 △1.3 460 76.8 41.85
通期 125,700 △3.8 1,190 10.3 1,560 1.0 920 36.6 83.70



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  無  

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  有  

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、四半期連結財務諸表に対
する四半期レビュー手続は終了していません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半期
決算短信（添付資料）４ページ「（３）連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4.  その他

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  無
② ①以外の会計方針の変更   ：  無
③ 会計上の見積りの変更   ：  無
④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 24年3月期1Q 12,309,244 株 23年3月期 12,309,244 株
② 期末自己株式数 24年3月期1Q 1,317,506 株 23年3月期 1,317,756 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 24年3月期1Q 10,991,686 株 23年3月期1Q 10,992,958 株
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１．当四半期決算に関する定性的情報 

(1)  連結経営成績に関する定性的情報 

当第１四半期連結累計期間における日本経済は、東日本大震災の影響による経済活動の停滞や電

力供給問題などにより依然として不透明な状況となっております。 

当業界におきましても、同業種間のみならず異業種間での合従連衡などによる業界再編が加速し、

厳しい競争環境が継続しています。 

このような状況の中で当社グループは、中期３ヵ年経営計画のもと、「ユニークな価値創出型企

業グループ」を目指して、以下の５つの経営方針の実現を推進してまいりました。 

 

①キャッシュ・フロー経営の徹底 

「キャッシュ・フロー経営」を徹底することにより財務体質の強化を図り、企業価値を高める

とともに株主価値を最大化させてまいりました。 

 

②生産性の向上やコスト改善による収益構造の改革 

全ての業務プロセスを見直し、ローコストに向けた改革を推進する専属プロジェクトにより、

収益性の高い企業体質への改善を進めてまいりました。 

 

③専売品を軸としたマーチャンダイジング機能の強化 

高粗利商品である専売品を更に開発・育成し、これを軸としたマーチャンダイジング機能を強

化してまいりました。 

 

④人材育成の強化と人事制度の抜本的改革 

当社の人材育成プログラムである『ＣＢＣアカデミー』を継続し、論理思考やプレゼンテーシ

ョンスキル、マーケティング知識、財務知識、マネジメント能力開発など、一般社員の知識能力

のレベルアップと経営幹部候補の育成を行ってまいりました。 

 

⑤地域卸事業（地域卸様との共同による地域密着小売店様への商品供給の充実と効率化）の強化 

効率的・効果的なサプライチェーンの全体最適の仕組みを研究し、地域卸売業者様との取り組

み強化を推進してまいりました。 

 

 

弊社は、東日本大震災以降、中間流通業としての社会的使命の重要性から、一部の商品供給不足

や節電などの対策に全力を尽くして、多くのお客様の生活に貢献すべく、全社を挙げて取り組んで

おります。また、当社の社会的責任を果たすために、被災された地域や人々への支援活動として物

資の支援を行いました。 

また被災地における雇用改善の一助にと、被災地から数名の社員を採用しております。 
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以上の結果、子会社６社を含めた当第１四半期連結累計期間の業績は、売上高340億６千万円（前年

同期比0.9％増）となりました。専売品や付加価値の高い商品を軸にしたマーチャンダイジング機能の

強化により、売上総利益は52億５千万円、売上総利益率は、前年同期比で0.8％増の15.4％に向上する

ことができ、売上高の増加により売上総利益が前年同期比6.7％増となりました。販売費及び一般管理

費は46億４千８百万円（前年同期比2.0％増）となりました。 

これにより、営業利益は６億２百万円（前年同期比65.8％増）、経常利益は７億１千３百万円（前

年同期比48.2％増）、四半期純利益は３億７千２百万円（前年同期比201.2％増）となりました。 

 

 

セグメントの業績を示すと次のとおりであります。 

①日用雑貨事業におきまして、売上高は336億３百万円（前年同期比1.0％増）、セグメント利益

（営業利益）は５億５千５百万円（前年同期比78.8％増）となりました。 

②物流受託事業におきまして、売上高は４億４百万円（前年同期比4.0％減）、セグメント利益

（営業利益）は４千万円（前年同期比16.2％減）となりました。 

③不動産賃貸事業におきまして、売上高は５千３百万円（前年同期比2.7％増）、セグメント利益

（営業利益）は２千５百万円（前年同期比19.3％増）となりました。 

 
 

 

(2)  連結財政状態に関する定性的情報 

（資産） 

流動資産は、前連結会計年度末比23億８千２百万円増の319億８百万円となりました。これは

主として、売上高の増加に伴い、受取手形及び売掛金が15億２千５百万円、現金及び預金が１

億９千７百万円、商品及び製品が５千６百万円増加したことによるものであります。 

固定資産は、前連結会計年度末比２千万円減の132億９千３百万円となりました。これは主と

して、建物及び構築物が３千万円、のれんが１千１百万円減少し、投資有価証券が４千１百万

円増加したことによるものであります。 

以上の結果、当第１四半期連結会計期間末の総資産合計は、前連結会計年度末比23億６千１

百万円増の452億２百万円となりました。 

 

（負債） 

負債合計は、前連結会計年度末比20億５千６百万円増の311億６千４百万円となりました。こ

れは主として、短期借入金が19億３千８百万円、支払手形及び買掛金が２億２千７百万円増加

したことによるものであります。 

 

（純資産） 

純資産合計は、前連結会計年度末比３億５百万円増の140億３千７百万円となりました。これ

は主として、利益剰余金が２億８千４百万円、その他有価証券評価差額金が２千万円増加した

ことによるものであります。 
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（キャッシュ・フローの状況の分析） 

当第１四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物残高は、11億３千９百万円（前年

同期比２億１千万円減）となりました。 

当第１四半期連結累計期間におけるキャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおり

であります。 

①営業活動によるキャッシュ・フロー 

営業活動に使用した資金は、15億８千６百万円（前年同期比７千２百万円増）となりまし

た。これは主に、仕入債務の増加２億２千７百万円、売上債権の増加15億２千５百万円及び法

人税等の支払額４億１千３百万円等によるものであります。 

②投資活動によるキャッシュ・フロー 

投資活動に使用した資金は、６千２百万円（前年同期比２千９百万円増）となりました。こ

れは主に、投資有価証券の取得に１千２百万円、有形固定資産の取得に４千３百万円及び無形

固定資産の取得に１千２百万円を支出したことによるものであります。 

③財務活動によるキャッシュ・フロー 

上述の営業活動及び投資活動に使用した資金の調達のための財務活動によるキャッシュ・フ

ロー残高は、18億４千６百万円（前年同期比１億５千２百万円減）となりました。これは主

に、短期借入金の増加19億３千８百万円と配当金の支払７千９百万円によるものであります。 

 

 

(3)  連結業績予想に関する定性的情報 

当第１四半期の連結業績につきましては予想通りに推移しておりますので、現時点におきまして

は、平成23年５月12日発表の平成24年３月期の連結業績予想に変更はありません。 

 

 

 

２．サマリー情報（その他）に関する事項 

(1)  当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。 

 

 

(2)  四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

税金費用の計算 

当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、

税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。なお、法人

税等調整額は法人税等に含めて表示しております。 

 

 

(3)  会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

該当事項はありません。 
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

(単位：百万円)

前連結会計年度 
(平成23年３月31日) 

当第１四半期連結会計期間 
(平成23年６月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 941 1,139

受取手形及び売掛金 16,929 18,454

商品及び製品 8,087 8,143

仕掛品 77 158

原材料及び貯蔵品 86 86

繰延税金資産 258 272

その他 3,191 3,670

貸倒引当金 △47 △17

流動資産合計 29,525 31,908

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 4,069 4,039

土地 5,094 5,094

その他（純額） 330 321

有形固定資産合計 9,493 9,455

無形固定資産   

のれん 45 34

その他 265 255

無形固定資産合計 311 289

投資その他の資産   

投資有価証券 1,442 1,483

その他 2,123 2,124

貸倒引当金 △55 △59

投資その他の資産合計 3,510 3,549

固定資産合計 13,314 13,293

資産合計 42,840 45,202
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(単位：百万円)

前連結会計年度 
(平成23年３月31日) 

当第１四半期連結会計期間 
(平成23年６月30日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 12,507 12,734

短期借入金 11,550 13,488

未払法人税等 440 370

賞与引当金 395 155

役員賞与引当金 37 －

返品調整引当金 60 20

その他 1,857 2,149

流動負債合計 26,849 28,919

固定負債   

退職給付引当金 186 192

役員退職慰労引当金 429 439

負ののれん 136 111

資産除去債務 445 443

その他 1,061 1,058

固定負債合計 2,259 2,245

負債合計 29,108 31,164

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,608 1,608

資本剰余金 1,321 1,321

利益剰余金 11,079 11,364

自己株式 △333 △333

株主資本合計 13,675 13,960

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 56 76

その他の包括利益累計額合計 56 76

純資産合計 13,732 14,037

負債純資産合計 42,840 45,202
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
 四半期連結損益計算書 
 第１四半期連結累計期間 

(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年６月30日) 

売上高 33,752 34,060

売上原価 28,831 28,810

売上総利益 4,921 5,250

販売費及び一般管理費 4,557 4,648

営業利益 363 602

営業外収益   

受取利息 3 3

受取配当金 16 16

仕入割引 127 114

負ののれん償却額 25 25

貸倒引当金戻入額 － 26

その他 2 7

営業外収益合計 175 192

営業外費用   

支払利息 28 24

売上割引 26 29

デリバティブ評価損 － 17

その他 2 9

営業外費用合計 57 81

経常利益 481 713

特別利益   

固定資産売却益 0 1

貸倒引当金戻入額 1 －

特別利益合計 1 1

特別損失   

固定資産除却損 0 0

投資有価証券評価損 － 5

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 161 －

災害による損失 － 6

その他 3 1

特別損失合計 165 13

税金等調整前四半期純利益 317 700

法人税等 193 327

少数株主損益調整前四半期純利益 123 372

少数株主利益 － －

四半期純利益 123 372
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 四半期連結包括利益計算書 
 第１四半期連結累計期間 

(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年６月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 123 372

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △56 20

その他の包括利益合計 △56 20

四半期包括利益 66 393

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 66 393

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 317 700

減価償却費 108 104

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 161 －

のれん償却額 11 11

負ののれん償却額 △25 △25

有形固定資産売却損益（△は益） △0 △1

有形固定資産除却損 － 0

無形固定資産除却損 0 －

ゴルフ会員権評価損 － 1

貸倒引当金の増減額（△は減少） 1 △26

賞与引当金の増減額（△は減少） △210 △277

退職給付引当金の増減額（△は減少） △15 6

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △7 10

返品調整引当金の増減額（△は減少） △34 △39

受取利息及び受取配当金 △19 △19

支払利息 28 24

売上債権の増減額（△は増加） △2,300 △1,525

破産更生債権等の増減額（△は増加） 0 △3

たな卸資産の増減額（△は増加） △39 △137

仕入債務の増減額（△は減少） 1,024 227

その他 △250 △203

小計 △1,249 △1,172

利息及び配当金の受取額 24 26

利息の支払額 △28 △26

法人税等の支払額 △261 △413

営業活動によるキャッシュ・フロー △1,514 △1,586

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △7 △43

有形固定資産の売却による収入 0 1

無形固定資産の取得による支出 △5 △12

投資有価証券の取得による支出 △21 △12

その他 1 5

投資活動によるキャッシュ・フロー △32 △62

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 2,094 1,938

長期借入金の返済による支出 △5 －

配当金の支払額 △77 △79

自己株式の売却による収入 － 0

リース債務の返済による支出 △13 △12

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,998 1,846

現金及び現金同等物に係る換算差額 0 －

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 452 197

現金及び現金同等物の期首残高 897 941

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,349 1,139
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(4) 継続企業の前提に関する注記 

  当第１四半期連結累計期間（自 平成23年４月１日 至 平成23年６月30日） 

   該当事項はありません。 

 

 

 

(5) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

 当第１四半期連結累計期間（自 平成23年４月１日 至 平成23年６月30日） 

該当事項はありません。 
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